
( 1 ) （貯~＝＆~針） 第211 弓 あ 。々 昭和 48年 3月10日
月 刊（毎月 10日発行〉ひ

祖先の信仰 と 造形

l議議銭議制を？？妥；：；主義組 、、EJ
J

a
E
E

・

4

唱・
s

〆’
E
1

、

護国寺の如意輪観音 ＝ 境 ＝

n
h
u
o
ι
1
・

如窓輪観音｛i、女人のあらゆる苦しみを救う力を持つといわ

れる女性の為の観／＇） ・さまである。お守の門ilrlや路傍に、六本手
の如豆：輪観音・をよく凡かけるが、これは二十二夜待ち、二十三

夜待ち、時には，.七夜、 lヅL夜待ちなどの月待供養塔であり、

ニ－1・二夜呼にそれぞれ娘、主婦、時には男だけが集まり、続を

よみ談笑飲食して)jの出会待った。これはス除腐の下弦などの

節目に判I怒りなしたZ'r妓りであって、地方－によっては、Jl・I燦を

立てた如＇£：愉観情 Iの盗カ：、；千を生む？！＼＼lf(jの安勢をイ）1..夜賠が示

してくださったものと伝えられたり、 二十三夜には、JIが3体

となって升り、阿弥陀3絡の資ーがみられるなどと、もともとは
月を拝して、践の偶iに秋の収E症をお祈りした祭りの口であった

ものが、仏教と結びついて変形したものであろう。

朝日町にも 12月号で鮒介の、草貯の観苗仏の左側の~lr\I~制

官－ゃ、 f白町松林寺参道にある三浦町下、小田UIJ十七夜講11~がl明

治9年に建てたi苔も｝j待供謎塔である。

：写真のti(;1供挺塔は胞の仁王山i護国守谷道脇にある石仏1停の

左側端に、ひときわ大きく高さ 1・mの石に滞肉彫りの、しかも

経典に依った姿で表現され、江戸式一段縁取蓮撃台に乗った如

意輪制百－で見事な石彫の実を見せている。

病仏の－1~1克には、宝歴六丙子八月二十四白越中境講中と彫ま

れてあり、手型を彫り清義作と銘がある。調査の結袋現二十八

"I!！：（主鴨川山消佑氏より 217年前の、九世法印i符設大和尚の作っ

たものであることが判明した。

作手f附義未11尚は、問＃の過去帳に、 「徳者Jと｛flし容さがあ
アケピ

り、後IIlりj日法縞奇の住臓に転任しているが、彫の美しさとい

人年号、作者と揃ったものとしては、朝日町の石仏群の中で

も代表的なものである。

ちをには「お日待Jと祢して毎年 1月10日護国寺に集まって夜
ふかして飲食談笑する講があったが、 10年程前よりとだえてい

る。おそらくこの月待供養の講であったのだろうロ

路傍に、小同にひそかにある石仏、庶民の生活と共にある石

仏、ぞれは庶民の信仰の対象物というより、庶民それ自体の盗

ではないだろうかコ
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春

季

火

災

予

防

運

動

日

四

局

全

国

統

標

語

「慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意
」

朝
日
町
の
昨
年
中
に
お
け
る
火
災
発
生

件
数
は
十
二
件
で
、
損
害
額
は
約
五
八

O

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
方
は
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て

北
陸
地
方
特
有
の
フ
ェ
ー

ン
現
象
が
お
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意

で
火
を
附
す
と
、
大
火
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、

と
く
に
次
の
事
項
に
充
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ー
火
の
つ
い
た
「
た
ば
こ
」
の
投
げ
捨
て

ゃ、

「
寝
た
ば
こ
」
を
し
な
い
こ
と
υ

Z
外
出
す
る
と
き
ゃ
、
お
や
す
み
前
に
、

も
う
一
度
火
の
元
を
た
し
か
め
る
こ

ル」。

－
老
人
、

子
供
、

病
人
は
、
火
災
の
場
合

の
事
を
考
え
、
避
難
し
や
す
い
所
で
就

寝
さ
せ
る
こ
と
。

4
山

へ
山
菜
を
取
り
に
行
っ
た
と
き
等
、

「た
ば
F

」
火
」
に
特
に
注
意
す
る
こ
と
0

5
火
災
は
初
期
で
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
の
水

ゃ
、
消
火
器
で
消
す
こ
と
が
で
き
ま
ず

か
ら
、
い
つ
も
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
一
杯

の
水
を
、
準
備
し
て
置
く
よ
う
に
し
て

く
．
た
き
い
。

ι屋
外
で
火
を
燃
や
す
と
・
ぎ
は
、
消
防
署

へ
連
絡
す
る
こ
と
。

－
電
話
で
火
災
を
知
ら
せ
る
時
は
、

一一

九
を
回
し
、
お
ち
つ
い
て
、
場
所
、

目

標
、
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
、
は
っ
き

り
と
告
げ
る
こ
と
。

期
間
中
次
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
c

朝
七
時
夜
九
時
の
二
四

五
秒
六
秒
十
五
秒
穴
秒
五
秒

休

休

l

昭
和
四
十
七
年
中
に
、
朝
日
町
で
発
生

し
た
火
災
及
び
昭
和
四
十
七
年
中
の
救
急

出
動
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

火
災
件
数

損
害
額

焼
失
棟
数

一一一
件

五
八

O
万
円

全

焼

三

棟

半

焼

一

棟

部

分

焼

六

棟

建

物

四

、

四

二
．官

林
野

二
四
九
G

救

急

出

動

件

数

一

四

O
件

救

急

件

数

一

二
八
件

救
急
事
故
別
交
通
事
故

労
働
災
害

一
般
負
傷

急

病
水
難
事
故

白
描
行
為

そ

の

他

症
状
別
搬
送
状
況

死

亡

重

似

中
仙
守
備

疋

ム

白

山

町

中山
H

M

W

焼
失
面
積

五
九
件
五
件

一
八
件

三
五
件
二
件
五
件
四
件

九
人

二
八
人

六

O
人

四
八
人

火
事
と
救
急
は
、
局
番
な
し
「
一
一

九
」

一
一般
問
い
合
わ
せ
は
、
三
l
O
O
O
九

校
火
災
等
の
問
い
合
わ
せ
で
、
一
一
九
番

の
ダ
イ
ヤ
戸
を
目
さ
れ
る
か
た
が
あ
り

ま
す
が
、

一一

九
番
は
非
常
電
話
で
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
等
に
は
応
じ
ま
せ

ん
G

…・各
地
区
の

：・

・：区
長
さ
ん
き
ま
る

…

大

井

四

郎

高

岡

憲

次

郎

坂

口

良

造

篠

悶

哲

夫

水

島

畑

次

郎

水

島

潔

岩

閏

繁

松

折

谷

隆

夫

水

島

源

蔵

水

島

源

太

郎

区

長

会

役

員

会

長

水

島

潔

副
会
長

大

弁

四

郎

幹

事

水

島

畑

次

郎

山

崎

大
家
庄

南

保
五
箇
庄

泊
一
区

泊
二
区

泊
三
区

笹

川

宮

崎

境
境地区

健康づく り

運動

明日の

地域社会を

築く

住
民
活
動
賞
表
彰

宮
山
県
新
生
活
運
動
段
進
協
議
会
主
催

の
、
第
三
国
明
日
の
地
域
社
会
を
築
く
住

民
活
動
賞
の
受
賞
式
が
二
月
二
十
六
日
、

県
庁
知
事
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
υ

中
間

知
事
か
ら

「
地
味
な
地
域
活
動
に
献
身
さ

れ
た
こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
と

し
は
賀
県
九
十
年
の
年
だ
が
、
こ
ん
ご
と

も
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者
五
団
体
を
代
表

し
て
、
朝
日
町
境
地
区
の
水
島
近
太
郎
さ

ん
が
、
謝
辞
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
境
地
区
健
康
づ
く
り
運
動
協
議

会
（
水
島
近
太
郎
会
長
）
は
、
昭
和
四
十
三

年
以
降
、
五
カ
年
計
画
を
も
っ
て
、
婦
人

会
を
主
体
に
、
地
区
各
階
層
を
あ
げ
て
、

運
動
に
取
り
組
み
、
健
康
手
帳
を
作
成
、

健
威
診
断
、
体
育
活
動
、
栄
養
普
及
を
推

進
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
成
人
病
や
、
農
村

病
な
ど
が
急
激
に
減
少
し
、

体
力
も
全
国

平
均
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
たり

W
罰
則

八
i'1'写
島葉
会は
長知 i
V事 4
カ‘
ら
表
彰
を
う
け
る

一「川
、H臥
u

h
り

μ
ど

も

み

市
1
1

J
h
u

I

一一一
切

こ
と
し
も
附
月

一
日
か
ら
令
，
国
あ
げ
て

の
結
化
運
動
が
阪
開
さ
れ
、
緑
化
の
推
進

計
闘
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
に
、
第
二
十
三
回
富
山
県
地

方
植
樹
祭
が
、
池
の
原
地
内
で
、
「
緑
化

で
守
ろ

5
郷
土
の
あ
し
た
」
を
テ
1
7
に

苗

木即

売
£』
::z:i;: 

福
祉
セ
ン
タ
ー
前

三
月
三
十
一

日

nhunLnyι 

わ
れ
ら
の
郷
土
を

い

つ

も

美

し

く

町
か
ら
ゴ
ミ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

緑
化
の
推
進
は
、
治
山
、
治
水
に
、
ま

た
環
境
衛
生
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
で
も
あ
り
、
年
々
わ
が
朝
日
町
も
、
皆
さ

ん
の
協
力
の
も
と
緑
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
緑
化
運
動
に
呼
応
し
、
次
の
と
お

り
苗
木
即
売
会
を
開
催
い
た
し
ま
ず
か
ら

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
．
た
さ
い
。

各
家
庭
に
ひ
と
り
一
本
の
植
樹
で
結
化

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

記

一、

期
日

三
月
三
十
一
日
（
土
）

一
日
限
り

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

東
部
休
業
協
会

朝
日
町
緑
化
推
進
委
員
会

魚
総
農
地
林
務
事
務
所

朝
日
町
役
場

朝
日
町
森
林
組
合

空
気
は
い
つ
も
ぎ
れ
い
に

花
や
木
を
描
え
ま
し
ょ
う

山
も
川
も
海
も

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

（
朝
日
町
観
光
協
会
）

（
朝
日
町

商

工

会
）i

j
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住民の窓 口

保

険

料

は

忘
れ
ず
に

全
部
納
め
た
か

た
し
か
め

ま
し
ょ
う

第211号

国
民
年
金
の
保
険
料
を
な
に
か
の
都
合

で
、
納
め
忘
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
の

老
齢
年
金
の
給
付
額
が
著
し
く
少
な
か

っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
障
害
、
母
子

遺
児
な
ど
の
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
保
険
料
が
全
部
納
ま
っ
て
レ

る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
・
ま
し
ょ
う
G

今

月
は
、
こ
の
年
度
の
し
め
く
く
り
を
つ
け

る
月
で
す
。
も
し
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
υ

拠
出
制
年
金
と
福
祉
年
金

よ
〈
読
ん
で
知
っ
て
お
こ
う

拠

出

制

年

金

老

令

年

金

支
給
を
う
け
る
条
件

(3) 

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
聞

が
二
十
｝九
年
（
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

聞
が
あ
れ
ば
合
ま
れ
る
〉
以
上
あ
る
人
が

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。資
格
期
間
短
縮
の
特
例

国
民
年
金
が
発
足
し
た
昭
和
三
十
六
年

四
月
一
円
現
在
で
、
三
十

一
才
以
上
で
あ

っ
た
人

｛
昭
和
五
年
四
月

一
日
似
前
に
生

ま
れ
た
人
）
は
、
六
十
歳
ま
で
に

二
十
五
年

間
の
資
格
期
間
を
満
た
す
や
」
と
が
困
難
な

た
め
、
年
齢
に
応
じ
て
、
資
格
期
間
が
十

年
か
ら
一一
十
四
年
ま
で
に
短
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
特
例
に
よ
っ
て
、

年
金
給
付

の
資
裕
期
間
が
十
年
ま
で
煩
糊
さ
れ
る
老

齢
年
金
を
、
十
年
年
金
と
い
っ
て
お
り
、

昭
和
四
十
六
年
か
ら
支
給
が
同
船
さ
れ
て

い
ま
す
。

〔
大
正
五
年
以
前
に
生
ま
れ
た
人
の
特
例
〕

国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時
四
十
五
歳

合
こ
え
て
い
た
人
（
大
正
五
年
四
月
一

日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
年
合
一
給
付
の
資
絡
期
間
が
続
制
さ
れ
て

い
ま
ナ
。
つ
ま
り
、
つ
玄
の
茨
の
氏
側
に

あ
て
は
ま
る
人
の
保
険
料
を
納
め
た
則
聞

が

一
年
以
上
あ
り
、
保
険
料
免
除
期
間
と

合
わ
せ
る
と
、
右
欄
の
期
間
に
な
る
ば
あ

い
は
、
六
十
五
段
か
ら
老
齢
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
七
十
歳
に
な
る
と

支
給
が
う
ち
切
ら
れ
ま
す
。
（
七
十
議
以

後
は
、
所
得
制
限
範
聞
内
で
あ
れ
ば
、
老

齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
）

表 l

生 まれた

年金額＝＝ (320円×保険料を納めた
月数） + (320円×保険料
を免除された月数x始）

期間

明治451iA月l日以前 ｜ 4年明

大疋2年4月！日 。 I 5年同
大正3今4月IEl // I 6年；対

大正 5年4）~ 1日 。 ｜ 7年1月

lヨ

〔
明
治
四
＋
四
年
以
前
に
生
ま
れ
た
人
の

特
例
〕

明
治
一
一
一
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

昭
和
四
十
五
年
に
新
た
に
任
意
加
入
し
た

人
は
、

加
入
期
間
が
忘
年
で
老
齢
年
金
を

う
け
る
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
五
年
年
金
と
も
い
い
ま
す
。
）

。
年
金
の
支
給
く
り
上
げ
に
つ
い
て

老
貼
附
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
人
の

発
望
に
よ
っ
て
、
年
齢
を
く
り
あ
げ
た
り

く
り
下
げ
た
り
す
る
取
り
扱
い
が
と
ら
れ

て
お
り
、
支
給
を
う
け
は
じ
め
る
希
望
の

年
齢
に
応
じ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
年
金
額

が
減
制
さ
れ
ま
す
。

表 2

｜支給開始希望年齢 支給率
年金額6万円
とした場合

く 60歳～61歳未満 58% 34. 800Ffl 

り
61歳～62歳未満 65% 39.000円

62議～63~長未満 72% 43.200円
上 63綾～64歳未満 80% 48.000円
げ 64議～65歳未満 89% 53.400円

福

祉

年

金

老
令
箔
祉
年
金

支
給
を
う
け
る
条
件

O明治四十四年四月一日以前に生ま
れた人が七十歳になったとき（十
年々金をうけている人は除く0）

＠明治四十四年四バ二日から大正五

年四月一日までに生まれた人が保

険料を納めた期間と免除された期

間を合わせて、表lの期聞に達し

ている場合に、七十歳から支給さ

れます。

＠、ωωのいデれも、陣容の程度が
開山田年金（ご級隙沼田年金）をうけ

られる程度の状態であれば、六十

五歳から支給されます。

。所得による支給停止

福祉年金は、その費用の全額が国

の負担で支給されますので、ある程

度のゆとりのある人には、支給が停
止されることになっています。

本人に所得がある場合の支給制限

の限度額

rr-
1飢量人

以 一。喜軍E:ii. 
人 人 l$f 

事、

老i附

一－実g一±~喜_ti_ 堅~ 
ヨ王 ~ コ, とE二t工コ 、

§コ:. 、コPl 8 F最寄ー
慌て て

持
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子
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配偶者、扶獲義務者及び義務教育

終了後の子等の所得による支給制

限の限度額

扶一
親養一人
0 人以 一
数族上 人

占等矢Jてlfi. 前

lへ 4下

一一（ の）官
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公
的
年
金
の
給
付
を
う
け
る
こ
と
の
で

き
る
人
は
、
そ
の
期
間
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
が
、
公
的
年
金
の
額
が
六
万
円
よ
り

低
い
と
き
は
、
差
剰
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（中
尉
以
下
の
旧
市
人
又
は
こ
れ
に
相
当

す
る
者
に
係
る
地
加
恩
給
、
公
務
扶
助
料

紘一
寸
の
受
給
者
は
除
か
れ
ま
す
。）

（
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
の
限
度
額
は
毎

年
改
正
さ
れ
て
い
・
ま
す
。
）

定
期
的
に

健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

日
成
人
病
予
防
週
間
H

日
本
人
の
生
命
を
最
も
お
び
や
か
す
病

気
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
、
高
血
圧
な

ど
を
成
人
病
と
い
い
ま
す
。

成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
、
県
民
総
死
亡

者
の
過
半
数
を
し
め
、
し
か
も
働
き
ざ
か

り
の
人
々
に
多
発
し
て
い
る
た
め
、
富
山

県
で
は
成
人
病
予
防
週
間
（
3
月
お
日
か

ら
引
日
ま
で
）
を
設
け
ま
し
た
。

成
人
病
は
、
刊
才
以
上
の
人
に
多
い
の

で
す
が
、
若
い
人
に
も
あ
り
、
若
い
う
ち

か
ら
予
防
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
人
病
予
防
に
は

1
規
則
正
し
い
生
活

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、

や
め
ま
し
ょ
う
。

夜
ふ
か
し
は

2
充
分
な
休
筆

食
後
の
休
み
、
仕
撃
の
中
休
み
、
夜
は

ぐ
っ
す
り
7
時
間
は
眠
り
ま
し
ょ
う
《

1
良
い
栄
養

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、
よ
く

か
ん
で
、
ど

っ
さ
り
食
は
や
め
ま
し
ょ

広
ノ
。

4
い
つ
も
楽
し
く
仲
よ
く

お
こ
っ
た
り
、
い
ら
い
ら
は
不
健
康
の

も
と
、
気
分
転
換
を
じ
よ
う
ず
に
。

5
運

動

肉
体
労
動
を
し
て
い
る
人
も
、
全
身
運

動
は
き
わ
め
て
大
切
。
こ
り
を
と
り
血

液
循
僚
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

6
良
い
環
境
で
気
持
よ
く

日
当
り
、
風
通
し
、
冬
の
暖
房
を
よ
く

し
、
ふ
と
ん
干
し
を
心

が
け
ま
し
ょ

う
。
ハ
エ
や
力
、
鼠
は
地
域
ぐ
る
み
で

一
緒
に
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

－
年
に

一
度
は
健
康
診
断
を

成
人
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
、
早
期
発
見、

問r
期
治

療
に
心
が
け
ま
し
ょ
5
0
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仁？？計七
泊

柔

道
年

少

団

堂

々

大

活

躍

こ
の
ほ
ど
、
県
内
の
小
学
生
を
対
象
に

し
て
第
一
回
富
山
県
少
年
柔
道
大
会
が
、

小
杉
少
年
柔
道
会
の
主
催
に
よ
り
小
杉
中

学
校
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
泊
柔
道
少
年

団
が
参
加
十
五
チ
1

ム
中
、

堂
々
団
体
第

三
位
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
殺
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ

た
藤
田
和
彦
殺
が
伎
能
慨
を
援
団
押
し
ま
し

た。泊
柔
道
少
年
間
は
、
四
十
六
年
三
月
、

朝
日
町
で
第
一
番
目
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
成
績

は
毎
週
二
回
の
真
剣
な
練
習
と
、
指
導
者

の
方
々
の
紘
一心
な
指
符
の
賜
で
あ
り
、

昨

員
は
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、

一
層
は
り
き

っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
予
選
リ
l

〆

泊
柔
道
少
年
団

7
1
1
立
山
町
五

百
石
禿
泊
少
年
同

泊
柔
道
少
午
問

6
1
2

福
野
柔
道

少
年
団

泊
柔
道
少
午
閉

6『
43

小
杉
少
年

柔
道
会
A
チ
ー
ム

V
準
決
勝

泊
柔
道
少
年
間

1
1
4

被
似
錬
心

館
泊
場
染
泊
少
年
団

－v技
能
賞
藤
田
和
彦
（
伯
小
六
年）

近
代
化
営
農
を
め
ざ
し
て

H

－a協
青
年
帽

m
u

昭
和
四
十
四
年
四
月
に
朝
日
町
中
央
農

協
発
足
、
農
協
背
年
部
も
従
来
の
五
青
年

部
が
統
合
発
足
し
農
業
近
代
化
の
推
進
を

日
開聞に
、
相
互
の
親
睦
と
交
疏
を
図
り、

部
員
の
育
成
強
化
に
努
め
、
学
習
荷
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
各
支
部

青
年
部
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
、
・
悲
見

交
換
を
行
な
い
、
年

一
回
は
操
協
側
か
ら

首
脳
部
の
山
席
を
依
頼
、
直
面
す
る
州
民

政
、営
農
指
将
な
ど
に
つ
い
て
括
し
介
い
、

ま
た
、
地
以
の
実
状
に
応
じ
、
温
室
や

ピ
ヱ

l

ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
花
き
栽
・
培
、
競

菜
園
芸
、
畜
産
の
団
地
化
、
す
で
に
闇
場

が
大
型
化
さ
れ
た
地
臥
に
お
い
て
は
、
グ

ル
；
プ
を
中
心
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

耕
伝
作
業
を
引
be受
け
、
吋
践
活
動
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
問
削
機
．
コ

ンバ

イ
ン
、
共
乾
施
設
と
、
一
閃
し
た
作

紫
体
的
m
を
際
立
し
、
書
託
経
位
、
潤
負
絃

営
の
方
向
に
進
む
よ
う
、
州
民
協
と
話
し
合

い
検
討
し
て
い
る
。

八
写
真
は
青
年
郊
の
研
修
風
景
V

．．
 
－

汚

‘
掛

何
回

？
一
ゲ
ーも一
例
h

－EW‘1
－v
 

岡
＆

北
川
れ
ゆ
く

人

間

性

を

呼
び
さ
ま
す

た

め

日

付

ま

が

え

る

NL

朝
日
町
に
お
け
る
演
劇
活
動

は
、
既
む
戦
後
の
混
乱
期
の
中

に
あ
っ
て
、
泊
演
劇
研
究
会
が

誕
生
し
、
笑
レ
ゃ
う
る
お
い
を

忘
れ
た
町
の
人
々
に
む
の
割
を

与
え
た
ο

し
か
も
こ
の
運
動
は
県
下
の

自
立
劇
団
に
覚
醒
剤
を
与
え
る

役
目
た
果
た
す
と
共
に
、
団
員
の
中
か
ら

著
名
な
タ
レ
ン
ト
も
世
に
送
り
出
す
な
ど

大
b
p
な
築
制
を
般
し
て
来
た
が
、
近
年

の
急
激
な
社
会
州
勢
の
変
化
は
、
地
方
に

お
け
る
白
立
劇
団
の
円
滑
な
迎
営
を
は

ν

み
、
実
質
的
な
公
憤
活
動
も
思
う
に
任

せ
ぬ
ま
〉
今
臼
に
至
っ
て
レ
る
が
、
そ
の

間
汗
年
団
活
動
な
ど
に
与
え
た
影
響
は
大

き
く
、
若
い
悦
代
の
人
た
ち
の
中
に
演
劇

伸
一がは焔
ん
に
な
り
巾
作
祭
全
国
大
会
に
お

い
て
、
自
作
刷

「
m
w
uは
巾
輪
．た
」
合
上

倒
し
て
縦
秀
賞
在
雌
川
し
た
の
機
と
し
て

劇
凶
1
あ
ま
が
え
る
」
が
施
生
し
た
。

彼
ら
は
、
l

刈
れ
ゆ
く
人
間
悦
を
呼
び

さ
ま
す
た
め
に
芝
肘
を
す
る
の
だ
L

を
合

パ
撃
に

「
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
む
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
役
柄
を
損
じ
、
そ
の
小
か

ら
ほ
ん
と
う
の
円
分
を
繰
り
当
て
よ
う
と

念
願
し
、
制
答
と
郷
台
が

一
つ
に
な
っ
た

と
き
に
ほ
ん
と
う
に
生
き
が
い
を
感
ず
る

」
と
典
口
同
世
に
特
え
る
。

制
成
メ
ン
バ

ー
十
三
名、

み
ん
な
出
劇

を
や
、
る
た
め
に
燃
え
て
い
γ

る
者
ば
か
り
で

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
悩
み
は
、

け
い
こ
場
を
も
た
な
い
こ
と
、
簡
単
に
集

ま
り
‘
制
習
の
で
き
る
鳩
所
を
渇
望
し
て

、、，
、J
’uv

－

hv
・3
’～練
習

日

週

二

回

会

費

対
一
二

O
O円

入
会
希
望
者

は

上

町
、
大
平
正
穂
先

〈
与
兵
は
、
結
成
第

一
回
公
荷

「
夕
鶴」

の
一
場
出
V

川
り

…

母
校
愛
に
燃
え
て
l

川
よ
…

川だ
一

川園
…

…
学
…
りよ外で活断！の

有志1：）の協力により

114旗掲場拡

る

士境小学校 ＝

きで

が
き
に
T
H

，H’
y

の
d

ろ
え
る
像
」
が
で

、庁
、ま
し
た
何
十
川f
佼
校
－M
に
、
ニ
ん
ど
は

人
か
げ
れ
の
す
ば
ら
し
し
r
M版
制
防
椛
が

で
き
あ
が
門
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
頃
故
郷
を
離
れ
て
、
各
地
で

事
策
を
し
て
い
ら

れ
る

「
水
島
三
之
泳

氏
、
渡
辺
亀
造
氏
、
水
島
勝
太
郎
氏
、

水

島
与
絞
氏
、
水
島
袋
一
氏
、
渡
辺
良
造
氏

水
島
茂
太
郎
氏
、
水
島
安
男
氏
、
」
そ
れ

に
地
元
の

「
林
秀
雄
氏
」
の
方
々
が
、

ほ

校

「
輔
達
小
学
校
」
創
校
百
周
年
記
念
に

と
閉
ら
れ
た
も
の
で
、
あ
っ
旋
の
労
を
と

ら
れ
た
。
朝
日
町
中
央
農
協
塊
支
所
反
水

山崎
隆
二
氏
は
‘
出
旬
以
長
水
島
ぬ
大
郎
氏、

境
小
後
盟
会
長
水
島
近
太
郎
氏
、
地
小
P

T
A会
長
島
千
敏
氏
等
と
協
均
し
、

一
月

二
十
七
日
午
前
十
時
、
盛
大
な
附
塁
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
G

こ
の
掲
場
等
は
、
校
舎
正
面
玄
関
東
側
に

設
置
さ
れ
、
み
か
げ
石
三
段
づ
く
り
の
ム
口

座
の
上
に
立
て
ら
れ
た
十
六
氷
の
ポ
1
戸

の
先
端
に
ひ
る
が
え
る
日
の
丸
の
肱
は
、

冬
日
和
の
海
作
か
ら
も
仰
が
れ
、
砂
院
に

並
ぶ
子
供
述
の
限
に
も
・広
い
知
れ
ぬ
感
激

を
与
え
て
レ
る
よ
う
で
地
以
の
方
々
か
ら

も
大
へ
ん
喜
ば
れ
て
し
ま
す
。

ハ
写
真
は
で
き
あ
が
っ
た
圃
航
刺

揚
塔
の
贈
呈
式
〉
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一
教
委
だ
よ
り
…

前
川
長
保
氏

l
山
崎
青
年
学
級
主
事
l

青
年
学
級
育
成
功
労
者
表

彰
を
受
け
る

－
富
山
県
青
年
学
級
生
大
会
・

去
る
二
月
二
十
四
日
昭
和
四
十
七
年
度

富
山
県
青
年
学
級
生
大
会
が
県
庁
大
ホ
ー

ル
で
開
俄
さ
れ
、
席
上
、
山
崎
青
年
学
級

主
事
の
前
川
長
保
氏
が
、
県
青
年
学
級
振

興
協
議
会
長
か
ら
、
青
年
学
級
育
成
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
長
年
に
わ
た
り
、
山
崎
青
年
学
級

主
事
と
し
て
、
学
級
生
が
意
欲
的
に
学
習

し
よ
う
と
す
る
学
級
を
つ
く
る
こ
と
に
専

念
し
、
学
級
生
の
自
主
性
を
崎
将
軍
し
な
が

ら
話
し
合
い
学
習
を
主
に
し
た
新
し
い
中

剖
形
態
を
導
入
し
、
そ
の
問
、
山
崎
背
年

学
級
を
県
の
優
良
青
年
学
級
と
し
て
表
彰

に
至
ら
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
献
身
的
な
努

力
が
認
め
ら
れ
て
今
回
の
表
彬
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

(5) 

夜

国語「美容と健康のためのつ

老会一一一体操実施一一」
活で
用は
し

毎小
水学
曜校
自体
、育
泊館
小の

一学校開放 －-

£』
;:z:i; 人婦3自

円
子
牧
体
育
館
で
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
、
民
訴
な
ど
に
親
し
ん
で

い
ま
す
。

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
五
回
に
わ

た
り
、
佐
藤
妙
子
先
生
の
指
導
に
よ
り
体

力
．つ
く
り
と
美
容
の
た
め
の
体
操
を
行
な

い
ま
し
た
。

会
員
た
ち
は
、
ウ
エ
ス
ト
を
細
く
す
る

運
動
や
、
脂
肪
を
と
る
運
動
な
ど
に
汗
を

流
し
な
が
ら
、
運
動
の
頂
要
性
を
科
認
識

し、

今
後
は
気
軽
に
殺
し
み
な
が
九
行
な

え
る
民
謡
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
立
て

て
い
ま
す
。

八
写
真
は
美
容
体
そ
う
の
ひ
と
こ
ま
V

一

測
量
士
、
測
量
士
補
試
験

一

昭
和
四
十
八
年
度
測
量
士
、
測
量

一
士
補
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ん

願
書
受
付
自
二
月
二
十
日

～

至
三
月
二
十
日

一

伝
験
日
時
五
月
二
十
七
日

…
問
い
合
わ
せ
先

ト

一

建
設
省
国
土
地
限
院
北
陸
地
方
測

一

一
～
監
部
富
山
市
作
品
新
町
十
一
の

…

七
合
同
庁
舎

（昭一一三

1
八
口
一二）

重重毒草五

旬

卒
業
期
の

不
良
化
防
止
は

地
域
総
ぐ
る
み
で

今
年
も
本
業
、
就
職
の
時
期
で
す
。

官、
の
時
期
は
生
徒
は
勿
論
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
の
落
ち
つ
き
を
失
な
い

と
か
く
不
安
な
日
を
送
り
が
ち
で
す
。

ま
た
少
年
も
、
新
し
レ
学
校
や
職
場
に

対
す
る
不
安
感
か
ら
、
感
受
性
の
強
い
少

年
の
心
は
迷
い
や
す
く
、
わ
ず
か
な
失
敗

や
刺
激
が
も
と
で
、
「
臨
み
」
‘

「
た
か

り
い
、
あ
る
い
は
「
盛
り
場
は
い
か
い
」

な
ど
、
艇
の
滋
に
は
い
る
例
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
G

家
庭
、
職
場
、
地
区
の
符
さ
ん
G

全
員

の
受
の
手
で
、

卒
業
期
、
就
職
期
の
不
良

化
を
ふ
せ
ぐ
防
波
堤
を
つ
く
り
ま
し
ょ

・円ノ
。一

家
庭
一

失
敗
に
雌
情
で
怒
っ
て
も
辺
効
泉
、

な
ぐ
さ
め
は
げ
ま
す
親
心
。

一
職
場
一

あ
た
た
か
い
心
で
受
け
い
れ
よ
い
納
入

社
員
。

一
地
域
一
悪
の
芽
は
愛
で
つ
み
と
れ
情
け
で
か

ら
せ
。

一少
年
一

よ
い
友
を
選
ぶ
が

非
行
を
ふ
せ
ぐ
道
。

青少年を守るに
家ぐるみ町ぐるみ

第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

力
を
出
し
あ
い

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
二
人
乗
り

無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

お
と
な
も
こ
ど
も
も

交
通
ル
l
bF
を
守
り

み
ん
な
で
注
意
し
あ
い

古品

lν

ょ弓ノ

／＼ 

軽

自

動

車

｜
〉
の

廃
車
手
続
き
は

す

み

や

か

に

昭
和
四
十
八
年
度
の
騒
自
動
車
税
の
賦

課
朋
日
は
四
回
川
一
臼
で
す
。

す
で
に
使
用
不
能
事
及
び
、
買
い
換
え

の
た
め
転
売
以
ど
さ
れ
て
い
る
場
合
は、

す
み
や
か
に
廃
車
手
続
き
（
ナ
ン
バ
ー
の

返
納
）
を
し
て
く
，
た
さ
い
。

。
買
い
換
え
の
と

き
廃
車
手
続
き
の
確

認
を
0

0
役
助
で
取
放
っ
て
い
る
の
は
、
原
動
機

付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
で
す

O
町
軽
自
動
車
及
び
自
動
ニ
織
車
に
つ
い
て

は、

富
山
陸
軍
恵
務
所
で
取
級
っ
て
お

り
ま
す
（
場
所
は
富
山
市
新
庄
で
す
。
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
記
事
一
部
訂
正

前
月
号
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
記
事
の
中
で
、
「
異
議
の
申
し
立

て
は
、
三
月

一
日
か
ら
ご
一
月
二
十
日

ま
で
」
と
あ
る
を

「
＝
一
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
日
ま
で
」
と
訂
正
い
た
し

ま
す
。

郵

便

貯

金

預
金
者
貸
付
の

取
り
扱
い
は
じ
ま
る

郵
便
貯
金
を
い
っ
そ
う
ご
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今
年
の
一
月
か
ら
領
金

者
貸
付
け
の
取
欲
い
を
、
は
じ
め
て
お
り

ま
す
。
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

貸
付
金
額

担
保
に
さ
れ
る
定
簡
の
元
利
金
の
叩
%

担
保
に
さ
れ
る
積
立
貯
金
元
金
の
叩
%

お

一
人
最
高

一
O
万
阿
ま
で
で
す
。

貸
付
期
間

最
高
六
カ
月
で
、
延
仲
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
利
率
最
低
年
＝
了

二
五

%
、
最
商
六

・
二
五

%
ま
で
、

段
階
別
に
分
か
れ
て
お

り
、
相
保
と
さ
れ
る
貯
金
の
楠
類
、
市
入

時
期
、
お
よ
び
間
入
期
川
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
貸
付
の
申
し
込
み
は
担
保
と
さ

れ
る
貯
金
の
証
書
、
ま
た
は
通
帳
と
印
鑑

を
も
っ
て
申
し
込
ん
マ
く
だ
さ
い。

新
築
増
改
築
に
は

電

話

用

配

管

を

住
宅
、
事
務
所
な
ど
の
新
築
、
地
改
築
に

は
電
灯
用
の
醍
管
と
同
時
に
電
話
用
の
配

管
も
作
っ
て
お
い
て
く
．
た
さ
い
。

も
し
、
こ
の
配
管
を
忘
れ
る
と
電
話
を

取
り
づ
け
る
牒
、
折
角
新
築
さ
れ
た
建
物

に
電
話
線
が
露
出
し
た
り
し
て
見
苦
し
く

な
り
ま
す
。

工
事
を
な
さ
る
と
』
弓
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

朝
日
電
報
電
話
局

電
話
朝
日
ニ
｜
一
8
0
（
無
料
で
す
）

nnvhγι

’『U
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心
配
ご
と
、
普
情

不
満
な
ど
の
相
談
は
、

一V
行

政

相

桜

一

日
時
毎
月
第
一
火
曜
日

…

午
前
十
時

i
午
後
三
時

一

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一V
人
指
法
律
相
談

一
日
時
三
月
十
九
日

一

午

後
一
時
i
午
後
三
時

一

場

所
朝
日
町
職
工
会
館

一V
心
配
ご
と
相
談

一

日
時
毎
週
火
曜
日

一

午
前
十
時

1
牛
後
三
時

一

朝

日

町

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

一

T
E
E一丁

O
五
七

六

一

第211号

醒麗盟関醒 場
所

図
書
の利用
は
、

貸
出
券
で

簡
単
に

な

ま
し

さ芳子iで】
t哩こ民謡Z

四
月
か
ら
、
本
を
借
り
る
手
続
き
が
簡

単
に
な
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
本
を
借
り
る
と
き
は
、
借

り
る
つ
ど
、
一
冊
一
冊
閲
覧
証
に
書
名
、

住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
四
月
か
ら
は
、
最
初
に
借
り
る
と
き

つ
ぎ
の
よ
う
に
「
貸
出
券
」
利
用
だ
け
で

本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

各
図
書
に
つ
い
て
い
る
書
名
や
ラ
ベ
W

番
号
の
記
入
し
て
あ
る
プ
ッ
ク
カ
ー
ド
を

ぬ
き
出
し
て
、
あ
な
た
の
「
貸
出
券
」
と

す返と
。すも
と tこ
き図
は替
、館
貸で

出宇
券宰

をか
おり
返し
し
し本
まを

意））

自（（善
こ
の
た
び
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら

朝
日
町
善
意
銀
行
へ
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
と
、

貴
重
な
善
意
を
預
託
さ
れ
ま
し

た。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
千
弐
拾
参
向
也

山
崎
小
学
校
児
童
会
殿

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス

難
民
放
援
金
に

弐
万
四
千
円
也

泊
小
学
校

氷

見

雅

浩

殿

平

野

剛

殿

平

柳

誠

殿

泊
小
学
校
設
備
充
実
の
た
め
に

参
万
七
千
五
拾
四
円
也
藤

田

隆

治

殿

大
家
庄
保
育
所
整
備
資
金
に

弐
拾
四
万
円
也

指

疎

開

で

る
殿

老
人
ク
ラ
プ
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中

学
校
及
び
一
般
社
会
福
祉
の
増
進
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

善
銀
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定
先
へ
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。寄

贈－
v
母
校
愛
の
記
語

ム

＠
泊
小
学
校
へ

O
泊

田
中
三
太
郎
氏
か
ら
モ
ニ
ュ
ー

マ
ン
「
目夏
。
一
一
基

O
泊

間
鶴
善
治
氏
か
ら
版
闘
「
海
蝕
」

と
額
縁

O
荒

川

清

水
ハ
ル
ヱ
氏
か
ら

「
ジ
々

ポ
ニ
カ
百
科
大
辞
典
」
全
十
八
巻
他

二
冊

O
東
京
都

左
幸
子
氏
か
ら
「
世
界
こ

ど
も
百
科
」
全
十
六
巻

O
泊
本
町

加
藤
た
ま
き
氏
か
ら
木
版

刷
り
校
歌
額
一
面

＠
境
小
学
校
へ
（
国
旗
掲
揚
塔
設
問
基
金
）

O
境

林

秀

雄

氏

（
五
万
円
）

境

水
島
安
男
氏
〈
五
万
円
）

捷

水
島
茂
太
郎
氏

ぺ
五
万
円
）

境

渡

辺

良
造
氏

（
五
万
円
）

境

水
島
義
一
氏
（
五
万
円
）

境

水
島
与
松
氏
（
笠
万
円
〉

境

水
島
藤
太
郎
氏
〈
五
万
円
）

塊

渡
辺
亀
造
氏

（
五
万
円
）

境

水
島
三
之
丞
氏
（
五
万
円
）

O
東
京
都

安
協
精
ニ
氏
か
ら
境
小
学

校
へ
児
童
図
書
購
入
賞
（
三
万
円
）

O
境

大
平
分
校
P
T
A
（
代
表
末
上

芳
熊
氏
〉
か
ら
境
小
学
校
へ
児
童
用

ロ
ッ
カ
ー
ブ
図
様
本
棚
各
一
基

。（
生 （~・⑥ ｛宣言）

V結ま＼ーノ

；；：⑧ 
~ ＇；人（
五一 （弔）
人＇－.....－／

（
昭
和
四
十
八
年
二
月
十
宝
日
現
在
）

。
出

生

（
お
す
こ
や
か
に
）

泊泊泊横笹宮

尾川崎

水

島

行

雄

小

林

幹

司

村

上

務

長

井

昭

夫

湯
島
富
司
雄

土

居

祥

浩

符ー

二
男
長
男
長
男
長
男
長
男
長
女

修隆賢

道

下

道

下

道

下
沼

保

止
一
九
川
川河

4
t
J

s
t
J
 

ι

荒

川

平

柳

平

柳

平

柳

西

町

西

町

東
草
野

東
草
野

桜

町

赤

川

赤

川
月

山

南

保

山

崎

山

崎
山

崎

大
家
庄

下
山
新

下
山
新

④ 
結

岩

田

和

雄

金

森

孝

志

米

国

弘

草

忠

男

玉

島

一

雄

平

柳

信

義

小
林
南
海
兵

島

博

文

佐
々
木
規
之

清

水

男

佐

渡

勇

上

沢

敏

男

佐

渡

和

議

犬

田

和

夫

浜

義

信

佐

渡

武

司

狩

谷

常

正

大

森

孝

四

‘

水

口

了

長

津

孝

志

谷

勝

由

坂

口

光

男

野

村

久

雄

森

野

留

雄

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

長二長二長長二長長長長二二二二 長長長長二長二長長
男女女男男男男男男 女女男男女男女男女女男男男男男

忠浩大修隆利志賀 暢常幸千裕篤聡3冬 型奨香ゆ
美津 か
樹子江倍譲匡文臣司恵子史史希保子希絵り渉臣賞泰一

。

…

呂

附

加

藤

勝

光

殿

町

期

一

優

子

。

笹

川

竹

内

巧

東

草

野

下

沢

二

三

子

。

泊

梅

沢

秀

明

入

善

町

白

井

信

子

。

平

柳

米

国

稔

生

入

善

町

小

堀

蕨

子

。
一束

草

野

川

端

柳

大

郎

新

潟

県

内

山

栄

子

。

桜

町

河

内

幸

雄

草

野

追

分

優

子

。

高

属

高

島

繁

和

宇
奈
月
町
大

勢

待

静

子

。
一ニ

牧

橋

森

川

一

夫

子淳広悟茂二

新
湊
市

o
舟
川
新

入
普
町

~ 
死
－
宮

・
内
問

・
内
ロ’14
 

・

道

下

・
道

下

・

草

野

・

南

保

・

蛭

谷

．
大
家
庄

・
＝
一
枚
橋

．
三
枚
橋

・
山

崎

・

棚

山

一一2月の町内交通事故数一一一
印編

郵定送 集
便 刷兼
番発
号価料所行

n
o
n
L
a
a
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吉藤山

回国本

子治子：

隆雄幸

亡
（
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
〉

崎

加
藤
ち
ょ
（
九
一
一
一）

市

市

ち

よ

（

六

九

）

宵

木

み

さ

（

五

二

）

氷

見

正

一

（

六

O
）

脊

口

松

次

郎

（

七

二）

大

和

き

よ

（

六

六

）

篠

田

き

ょ

（

七

一二）

小

林

留

吉

（

六

九

）

長

崎

志

の

（

八

二

）

岡
田
由
松
（
七
一
一
）

藤

田

か

つ

江

（

五

四
）

藤

間

富

治

（

五

七

）

裕

し

よ

（

九
二
）

新

田

良

治

（

五

O
）

件数死者負傷者

3 

6 

9 

。
。
。

3 

5 

8 本年累計

月

月

1月～

2 
朝
日
．
町
役
場

高

由

印

刷

十

二

円

六

円

九
三
九
｜

O
七


